
 

 

 

 

 

１．はじめに 

橋梁の支承は、上下部構造の接点で上部構造の荷重

を円滑に下部構造に伝え、構造物全体の機能を発揮さ

せ、安全性を確保する上で重要な役割を果たす。東北

地方太平洋沖地震においては、昨今の耐震補強の効果

もあり、地震動による落橋はほとんどなかった。しか

しながら、支承は常時、移動・回転を繰り返す過酷な

部材である上に桁端の狭隘な箇所に位置し、また地震

の影響を大きく受けるため、最も損傷例が多い箇所で

ある。 

本報告では、橋梁の安全性の鍵を握る支承について、

経年劣化から地震による被害まで、その損傷および対

策事例について報告する。 

 

２．なぜ支承部に損傷が多いのか？ 

 事例を紹介する前に、なぜ支承部に損傷が多いのか。

支承は、特殊橋梁を除き上部工と下部工（地面）をつ

ないでいる唯一の点（箇所）である。図－1 に示す通

り、常時においては全ての死荷重を支えながら、活荷

重や温度変化による移動・回転を繰り返すという非常

に過酷な部材となる。また、一般的に狭隘で閉鎖的な

空間に位置しており、メンテナンスが困難なため、土

砂の堆積や雨水溜まりなどが原因で、発錆・腐食が多

く見られ、機能劣化につながっている。 

図－１ 支承損傷のメカニズム 

 

 一方、地震時においては、地面の揺れは、ほぼ支承

を介して上部工に伝えられるため、橋梁の部材の中で

も最も衝撃を受ける部分となる。地震の揺れ、衝撃を

吸収しながら上部工に伝えるのも支承の重要な 

 

 

 

 

衝撃を吸収しながら上部工に伝えるのも支承部の重要

な役割でもあるため、地震による上部工の損傷のほと

んどが支承部で生じていると考えられる。 

３．支承の基本事項 

 経年劣化や地震による損傷に対し、その対策を検討

する上で、一番重要になるのが「支承の機能を知る」

ことになる。支承の機能を知らずに対策をとると、時

として再劣化や再損傷のきっかけになる可能性がある。 

 本章では支承機能と代表的な損傷事例について報告

する。 

３．１ 支承の機能と分類 

支承のさまざまな機能に対する分類を示す（表－1）。 

表－１ 支承の機能と分類 

 

３．２ 鋼製支承の種類 

 （１）線支承（LB支承；Line Bearing）（図－2） 

図－２ 線支承 

 

 線支承は、主に橋長が３０ｍ以下の小規模橋梁に

使用される。また、比較的鉄道橋に多く見られる。 
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サイドブロック損傷  サイドストッパーの破断 

 特徴としては、下記の通り。 

・ 平面と円筒面の接触により鉛直荷重を伝達。 

・ 小規模の鈑桁橋用として多くの実績。 

・ 支承高さを低くできる。 

・ 大きな荷重を維持するのは不向き。 

・ 塵挨（じんあい）等の影響を受けやすい。 

・ 移動と回転の方向が異なる斜橋には不向き。 

次に、線支承の主な損傷事例を示す（写真－1）。 

写真－１ 線支承の主な損傷例 

 

 上２枚の写真は地震による損傷で、共に過移動に伴

いサイドブロックやピンチプレートが破断した例で、

今回の震災でも多く報告されている損傷である。一方、

下の写真は支承が見えないくらい土砂が堆積し、機能

不全になった例である。 

 

（２）支承板支承（BP支承；Bearing Plate） 

① BP-A 支承：高力黄銅支承板支承（図－3） 

図－３ ＢＰ－Ａ支承 

 

 通常ＢＰ沓と呼ばれており、ＢＰ－ＡとＢＰ－Ｂが

ある。まず、ＢＰ－Ａの特徴は下記の通り。 

・ ベアリングプレートで水平移動と回転に追随。 

・ 経年手劣化によって摩擦特性が変動して、水

平移動機能や回転機能を阻害することがある。 

・ 近年は使用されない。 

② BP-B 支承：密閉ゴム支承板支承（図－4） 

図－４ ＢＰ－Ｂ支承 

 

 現在では、このＢＰ－Ｂ支承が主流となっている。

特徴としては下記の通り。 

・ テフロン板とステンレス板で水平移動に追随。 

・ ゴムプレートで回転に追随。 

・ テフロン板は酸や薬品に強く、摩擦係数も長

期的に安定。 

 次に、ＢＰ支承の主な損傷事例を示す（写真－2）。 

 

写真－２ ＢＰ支承の主な損傷例 

 上２枚の写真は地震による損傷で、過移動により支

承のセットボルト、サイドブロックおよびサイドスト

ッパーが損傷した例である。ボルト先端が残存する例

について、後ほど撤去方法を紹介する。一方、下の写

真は、経年劣化による支承の機能不全により、主桁下

フランジと支承のソールプレート前面に亀裂が発生す

るもので、対応が遅れると写真の通り亀裂が主桁方向

に進展することが確認されている。 
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（３）ピン支承（PN支承；Pin Bearing）（図－5） 

図－５ ピン支承 

 

 ピン支承は、ピンにて一方向の回転のみに追随する

支承で、大規模橋梁やアーチ橋に実績がある。構造と

しては「支圧型ピン支承」と「せん断型ピン支承」に

区分され、可動はローラー支承と組み合わせて使用さ

れる。 

次に、ピン支承の主な損傷事例を示す（写真－3）。 

写真－３ ピン支承の主な損傷事例 

 

 上２枚の写真は地震による損傷で、左はアンカーボ

ルトが抜け出し、上沓も逸脱している例で、右はロー

ラーが押し出された例である。一方、下の写真は、土 

砂堆積等により腐食が進行しだしているものである。 

（４）ﾋﾟﾎﾞｯﾄ支承（PV支承；Pivot Bearing）（図－6） 

図－６ ピボット支承 

 ピボット支承は、大きな反力を支持することがで

きる支承で、上下の沓の隙間がない状態で回転する

機構なので構造は複雑になる。特徴としては下記の

通り。 

・ 上沓は凹面状、下沓を凸面状にそれぞれを球

面仕上げして組み合わせ、全ての方向に回転

可能にしている固定支承。 

・ 斜張橋、大型のトラス橋や曲線橋など比較的

大反力を支持することが可能。 

・ 可動支承としては、ローラーを組み合わせた

ピボットローラー支承がある。 

次に、ピボット支承の主な損傷事例を示す（写真

－4）。 

写真－４ ピボット支承の主な損傷事例 

 

 上２枚の写真は地震による損傷で、左は上沓の破

壊で、右はリングキャップの破損である。一方、下

の写真は、経年劣化によるもので、腐食による事例

が多くなってきている。 

３．３ ゴム支承の種類 

（１） ゴム支承 

鋼橋にゴム支承が本格的に使用されてきたのは、

阪神大震災以降である。以降、鋼橋に使用される支

承の大部分はゴム支承になっている。 

① タイプＡ支承 

 タイプＡ支承はレベル１地震動に対応するもので、

特徴としては下記の通り。 

・ ゴム本体は、一般的に、上沓・下沓に連結さ

れない。 

・ 滑動防止のため、滑り止め板などを設置。 

 

ピンローラー支承（可動）

上沓
ピン

キャップ

下沓

底板

サイドブロック

ローラー

ピン支承（固定）

上沓

下沓

カバープレート腐食

上沓全壊

リングの破損

ピン支承（固定） ピンローラー支承（可動）ピン支承（固定） 

ピポッドローラー支承（可動）ピポッド支承（固定）

上沓 リングキャップ

下沓

底板

ローラー

サイドブロック

ピボッドローラー支承（可動） ピボット支承（固定） 

アンカーの突出 

上沓が逸脱

アンカーの突出 ローラーの逸脱

土砂の堆積

５－３ 



 

② タイプＢ支承 

 タイプＢ支承はレベル２地震動に対応するもので、

特徴としては下記の通り。 

・ ゴム本体が上下沓にボルトで結合されている。 

・ 可動側ゴム支承は、桁の水平移動に対して、

下記２タイプがある。 

a) ゴムのせん断変形で追随するタイプ。 

b) ゴム本体の上面滑り面で滑らせるタイプ。 

（２）地震時水平分散ゴム支承（図－7） 

図－７ 地震時水平力分散ゴム支承 

 

 見た目には、前述のゴム支承と大きな違いがない。

特徴としては下記の通り。 

・ ゴム本体のせん断剛性を利用して、地震力を

複数の下部構造に分散させる。 

・ ゴム材料は、一般的に天然ゴム 

・ 端支点部には、ジョイントプロテクターを橋

軸直角方向に取付ける 

 この、ジョイントプロテクターは、レベル２地震動

で壊れるノックオフ機能で設計されている。 

（３）免震支承 

 免震支承には、高減衰ゴム支承（図－8）、鉛プラグ

入りゴム支承（図－9）がある。 

 

 

 

 

 

図－８ 高減衰ゴム支承 

 

 

 

 

 

図－９ 鉛プラグ入りゴム支承 

 特徴は下記の通り。 

・ ゴム支承にアイソレータ機能とダンパー機を

付加させた支承。 

・ ゴム本体のせん断剛性を利用して、橋梁の固

有周期を適度に長くし、減衰機能より地震力

を低減する。 

 次に、ゴム支承の主な損傷事例を示す（写真－5）。 

写真－５ ゴム支承の損傷事例 

 

 左は、ジョイントプロテクタが破損したもので、右

はゴム沓がせん断変形したまま残留した事例である。 

 一方、ゴム沓自体が採用され始めてから年数も浅く、

経年劣化による損傷については、あまり報告されてい

ない。 

４．損傷と対策事例 

４．１ 地震時における損傷と対策事例 

 地震時において、応急復旧方法を選定するに際し、

重要になってくるのが各構造部位の被災度判定である。 

今回は、日本道路協会の「道路震災対策便覧（震災復

旧編）」を参考に、支承部分の被災度判定毎にその損傷

と対策事例を報告する。 

（１）被災度区分 

 応急復旧のための被災度判定には、「耐荷力」「走行

性」「復旧性」が挙げられる。そこで、支承が直接関係

する事項は「耐荷力」になるため、ここでは、「耐荷力」

の被災度区分が５段階ある中、「Ａｓ：落橋」「Ｄ：被

害なし」を除く区分について説明する。 

① 被災度Ａ（大被害） 

耐荷力の低下に影響がある損傷を生じており、落

橋等の致命的な被害の可能性がある場合。 

② 被災度Ｂ（中被害） 

耐荷力の低下に影響のある損傷であり、余震や活

荷重による被害の進行が無ければ、当面の利用が

可能な場合。 

③ 被災度Ｃ（小被害） 

短期的には耐荷力の低下に影響しない場合。 

ボルトのせん断破壊 ゴム支承のせん断変形
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（２）被災度Ａ（大被害）の事例 

 被災度Ａは、具体的事例として、セットボルトやア

ンカーボルトの破断、ソールプレート、せん断キーに

被害があるもの、沓座コンクリートが破壊したものな

ど落橋等の致命的な被害の可能性があるものとされて

いる。 

① 支承部の機能喪失と応急対策 

実例として、支点部の機能が喪失した事例を示す

（写真－6）。 

写真－６ 支承部機能喪失 

 

左上の写真は、支承が完全に破壊され、主桁が沓

から逸脱した事例、右上の写真は、ピンローラー支承

のローラーが大きく逸脱した事例、下の写真は、支点

上ウェブが座屈した事例である。いずれも支承として

水平力に抵抗できなくなる損傷で、余震等により落橋

につながる可能性がある。これらの応急対策としては

写真－7の仮受けが必要になる。 

写真－７ 仮受け方法 

 

支承前面に仮受けスペースがある場合、右の写真

の通りサンドル材を使用して仮受けする。また、仮受

けスペースが無い場合、左の写真の通り、ベントを使

用した大がかりな設備が必要になる。 

② 桁移動の事例と応急対策 

次は、写真－6 の左上の桁移動についての応急対策

事例を示す（写真－8）。 

写真－８ 桁の横戻し 

 

 この事例は、今回の地震により支承が破壊し、主桁

が横方向に移動したもので、橋脚から落橋しかかって

いた。応急対策として写真－9の通り、テンション 

写真－９ 桁の横戻し 

 

ジャッキを使用して落橋防止を図りながら、所定の位

置に桁を横戻しした。この横戻し設備は、特殊加工し

た滑り面上を鉛直ジャッキを滑らせるもので、今回の

地震の応急対策で活躍したもののひとつである。 

 

（３）被災度Ｂ（中被害）の事例 

被災度Ｂは、耐荷力の低下に影響のある損傷であり、

余震や活荷重による被害の進行が無ければ、当面の利

用が可能な場合で、具体的には、アンカーボルトの抜

け出しや、上沓ストッパーやサイドブロックの破断等

が挙げられる。 

① アンカーボルトの抜出しと応急対策 

 地震によりピン支承のアンカーボルトが抜け出した

事例を示す（写真－10）。 

写真－１０ アンカーボルトの抜け出し 

ベントによる仮受け サンドルによる仮受け

支承の破壊 ピンローラー逸脱
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横取ジャッキ

テフロン滑り面

水平ジャッキ

桁受け部

テンションジャッキによるおしみ

テンションジャッキ
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 アンカーボルトが完全に抜け出ていないことより、

水平力には抵抗できる可能性を残しつつも、余震や活

荷重などによりアンカーボルトが完全に抜け出さない

よう応急対策する必要がある。この事例の場合、固定

支承であったことと、数年後に架け替えも計画されて

いることより写真－11の通り、下沓をコンクリートで

巻立て応急復旧を行った。 

写真－１１ 下沓コンクリート巻立て 

 

② 上沓ストッパーの破断と応急対策（その１） 

 ピボット支承のサイドストッパーが破断した事例を

示す（写真－12左）。 

写真－１２ サイドストッパーの破断と応急対策 

 

 本事例は、片側のサイドストッパーが健全でしたの

で、写真－12の右の写真の通り、サンドル材を利用し

て簡易ストッパー（変位制限装置）を設置した。 

③ 上沓ストッパーの破断と応急対策（その２） 

 線支承のサイドストッパーが破断した事例を示す

（写真－13左）。 

写真－１３ サイドストッパーの破断と応急対策 

 

 本事例は、損傷したサイドストッパーを切断し、そ

の代替策として主桁下フランジに代用プレートをボル

ト添接した。 

④ サイドブロックの損傷と応急対策 

ゴム沓のサイドブロックの止めボルトが破断した 

事例を示す（写真－14左）。 

写真－１４ サイドストッパーの破断と応急対策 

 

 この支承は水平力分散支承で、サイドブロックはノ

ックオフ機能でボルト破断するように設計されている

が、余震対策として既設サイドブロックを再利用し 

現場溶接にて応急対策した事例である。 

 次に、残存したボルトを撤去する方法を紹介する。 

 １つ目はボルトエキストラクター（図－10）で、 

残存ボルトの中心を穿孔し、その中にボルトエキスト

ラクターを挿入し、反時計回りに回すことで撤去する。

逆タップとも呼ばれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１０ ボルトエキストラクター 

 

 ２つ目はナット溶接（写真－15）で。残存ボルトに

直接ナットを溶接して撤去する。 

写真－１５ ナット溶接 

サイドストッパーの破断
サイドストッパーの設置

ボルトの破断 ボルトの残り 完 了

抜き取った破断ボルト ボルトエキストラクター

ボルトの抜き取り方法

差し筋配筋 完 了

サイドストッパーの破断 簡易変位制限装置の設置
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（４）被災度Ｃ（小被害）の事例 

被災度Ｃについては、短期的には耐荷力の低下に影

響の無い場合で、ゴム支承本体の残留変形、沓座モル

タルの亀裂、セットボルトの緩みなどが挙げられる。 

① ゴム沓残留変形の対策例 

 地震により橋台が変位し、ゴム沓の変形が残留した

事例を示す（写真－16）。 

写真－１６ ゴム沓残留変形開放 

 

 ゴム沓自体は大きな変形があったものの、ゴムの破

断等は認められなかったので再利用可能と判断した。

以降、概略の手順を示す。 

a) 主桁の拘束設備を橋軸方向、橋軸直角方向に設

置（図－11）。 

b) 橋台パラペットを撤去。 

c) 鉛直方向ジャッキを設置し、桁を３ｍｍ程度ジャッキ

アップ。 

d) 下沓の後方（パラペット側）に橋軸水平方向のジャッ

キを設置し下沓を拘束。 

e) 沓座モルタルをはつり、アンカーボルトを切断。 

f) 橋軸水平方向ジャッキのストロークを徐々に戻しな 

がらゴム支承のせん断変形を開放。 

g) 沓座モルタルを復旧し、ジャッキダウン。 

h) 最後に、橋台パラペットを復旧して完了。 

図－１１ 桁拘束設備 

（５）地震における対策のまとめ 

 一般に、十分に調査ができない応急復旧段階におい

て、的確な被災度判定は困難と思われる。そこで、図

－12 のような判断で被災度を即時決定することも必

要となる。 

図－１２ 簡易的な被災度判定 

 

 また、それぞれの被災度区分に対する「交通規制」

や「対策の実施時期」等については、表－2 を参考に

できる。 

表－２ 被災度判定と規制、復旧工事 

ただし、状況により必ずしも一律に規定できない面

もあるため、被害の状況に応じて総合的に判断するこ

とが重要になる。 

 

４．２ 経年劣化における損傷と対策事例 

 支承の経年劣化による損傷は「発錆・腐食」および

「可動部の摩耗」による機能劣化がほとんどである。

支承取替の事例は多くある中、今回は「機能回復」に

着目した、比較的特異なものを３例紹介する。 

（１）発錆・腐食による損傷 

 写真－4.17は、ピボットローラー支承の事例で、カ

バープレートが損失しローラーも腐食していた。 

写真－１７ 発錆・腐食状況 

施工完了

230mm

施工前

放置するこ
とによる落
橋の可能性

ない

ある

被災度Ａ

被災度Ｂ

当面、応急
復旧をしなく
ても供用

できない できる

被災度Ｃ

被災度 規 制
損傷進行防止のための

応急復旧工事

Ａ

Ｂ

Ｃ

通行止め

通行規制

注意走行

落橋防止対策実施

必要に応じて実施

必要なし

橋軸方向拘束設備 橋軸直角方向拘束設備
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 ローラー部の機能回復を図るため、サイドブロック

をはずし、ローラー部をケレン清掃したのち潤滑剤を

塗布した（写真－18）。ちなみに、この作業は桁の仮受

けせず実施された。 

写真－１８ 清掃・潤滑剤塗布 

 

（２）摩耗による損傷 

 供用後約８０年ほど経過しているアメリカンタイプ

のワーレンピントラス形式の橋梁で、ローラー支承の

形状も特徴的なものである。ローラーは、雨水による

腐食・摩耗が進行していた（写真－19）。 

写真－１９ ローラー部の腐食・摩耗 

 

 支承形状から、ローラーを取り出す必要があり図－

13の設備により、ジャッキアップしローラーを取り出

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１３ 桁仮受け方法 

 ジャッキアップ後、ローラーを抜き取り、１本づつ

ケレン清掃した（写真－20）。 

写真－２０ ローラー撤去・清掃 

 

 次にローラー設置面の不陸を調整しローラーを戻し、

ジャッキダウンして完了となる。 

（３）支点沈下による損傷 

 古い鉄道橋の沓座が損傷し、支点沈下により主桁下

フランジに亀裂が発生した事例を示す（写真－21）。 

写真－２１ 支点沈下による桁損傷 

 

 桁端部を利用してブラケットにより桁を仮受けし、

支承を撤去する（写真－22）。 

写真－２２ 桁仮受け・支承撤去 

 

 次に、亀裂損傷部分を撤去し、新規部材を設置する

（写真－23）。 

 

写真－２３ 亀裂損傷部撤去・新規部材設置 

潤滑剤塗布完了清掃完了

沓座が劣化して桁が沈下

亀裂

ゲビン棒

張出しブラケット

支承ピン

ローラー位置 ローラー位置

ジャッキアップ

ローラーの撤去 ローラーのケレン清掃

仮受けブラケット設置 アンカー切断

損傷部撤去 本締め完了
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ブラケット

補修用油圧ジャッキ

 最後に、既設支承を設置してモルタル打設して完了

（写真－24）。 

写真－２４ 既設支承設置・モルタル打設 

 

４．３ 経年劣化対策のまとめ 

 経年劣化による対策の留意点としては、言うまでも

なく、日常の維持管理や定期的な点検、異常時の早期

調査が重要になる。これらの点検・調査を怠ると、被

害が拡大することになる。特に、地震時、経年劣化の

損傷事例とも、支承部は、他の部位と比較して明らか

に損傷数が多く、かつ、仮受け等大がかりな工事につ

ながる恐れがある。 

 

５．支承仮受け方法の事例 

 地震時の応急復旧方法から経年劣化による損傷事例

まで、支承に関する具体的な復旧方法を紹介した。特

に、今回の震災により、今後、数多くの支承について

本復旧を実施することがあると思われるため、最後に、

支承の仮受け方法について紹介する。 

５．１ 仮受け方法の選定 

 仮受け方法の選定は、下部工天端にジャッキを設置

するスペースが有るか無いかに分けられる。 

（１）下部工天端にジャッキスペースがある 

 下部工天端にジャッキを設置するスペースがある場

合、図－14の通り、主桁支持工法、主桁付きブラケッ

ト工法、横桁支持方法に分かれる。 

図－１４ 仮受け方法の選定① 

（２）下部工天端にジャッキスペースがない 

 下部工天端にジャッキを設置するスペースがない場

合、図－15の通り、下部工付きブラケット工法、ベン

ト工法に分かれる。 

図－１５ 仮受け方法の選定② 

 

５．２ 桁橋の仮受け 

（１）箱桁のダイヤフラムや横桁を補強して仮受け 

 箱桁を直接仮受けする際、写真－25の通り、桁内の

ダイヤフラム等を補強してジャッキアップする。留意

点としては、桁内搬入可能寸法と桁内補強部材の大き

さの関係で、状況により、補強部材搬入用の部材取込

口をあらためて設置する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

写真－２５ 箱桁の仮受け 

（２）箱桁にブラケットを設置して仮受け 

 支承前面にジャッキスペースがない場合、写真－26

の通り、主桁にブラケットを設置して仮受けする。そ

の際の留意点として、ブラケット位置に添加物が無い

か等現地調査することが重要となる。 

 

 

 

 

 

 

写真－２６ 主桁にブラケットを設置して仮受け 

 

型枠・モルタル 完 了
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斜材を追加
補強前

鉛直ジャッキ

推進ジャッキ

送り台

（３）下部工付きブラケットを設置して仮受け 

 下部工天端でジャッキスペースが無い場合、多くの

場合、写真－27の通り、下部工にブラケットを設置し

て桁を仮受けする。留意点としては、アンカー穿孔の

際に既設鉄筋を切断しないことが挙げられる。 

写真－２７ 下部工付きブラケットを設置して仮受け 

 

（４）ベントによる仮受け 

 地震による損傷の中でも、「被災度Ａ」に属する損傷

については、速やかに写真－28の通り、ベントによる

仮受けが必要になる。留意点としては、ベント基礎に

ついて沈下対策が必要で、最も安全な方法は、橋脚フ-

チングまで掘削し、フ-チング上に基礎コンクリートを

打設することである。 

 

 

 

 

 

 

写真－２８ ベントによる仮受け 

５．３ 特殊橋の仮受け 

（１）ガセットプレートを設置して仮受け 

 トラス橋の中間支点を仮受けする場合、写真－29の

通り、ガセットプレートを拡大して仮受けする。 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２９ ガセットによる仮受け 

（２）斜材を追加して仮受け 

 トラス橋の端支点を仮受けする場合、写真－30の通

り、斜材を追加して仮受けすることも可能である。 

 

 

 

 

 

 

写真－３０ 追加斜材による仮受け 

 

５．４ 仮受け設備 

（１）補修用油圧ジャッキ 

 供用下で実施される支承取替等によく使用されるジ

ャッキで、特徴として、機高が低く油圧が抜けても下

がらないように安全ロック（機械式）がついているも

のである（写真－31）。       

 

 

 

 

 

 

 

写真－３１ 補修用油圧ジャッキ 

 

（２）送り台 

 特殊な滑り加工した送り台上に鉛直ジャッキを設置

し、水平ジャッキにより鉛直ジャッキを押すもので、

今回の震災時に上部工の横移動復旧に利用された（写

真－32）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－３２ 送り台 
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機材名；トライアップジャッキ

（３）仮受け機能付き油圧ジャッキ 

 本ジャッキは図－16の通り、くさびを横から油圧ジ

ャッキにより挿入する方法で、わずかな隙間があれば

ジャッキアップが可能である。また、ジャッキアップ

後は高さ方向については機械的に固定することができ

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１６ 仮受け機能付き油圧ジャッキ 

 

（４）減速ギア式くさび型ジャッキ 

 このジャッキもくさびを横方向から押してジャッキ

アップするもので、押す力が油圧ではなく、トルク入

力によるもので、電動レンチ等の工具でジャッキアッ

プが可能となる（図－17）。 

図－１７ 減速ギア式くさび型ジャッキ 

 

６．おわりに 

 本報告は、地震および経年劣化に対し、最も損傷し

やすい「支承」に着目し、被災度判定を通じて損傷と

対策事例を紹介した。 

 最後に、 

・損傷に対する的確な対処をするためには、支承の種

類や機構を理解することが重要になる。 

・損傷状況は同じでも、条件により補修・補強方法は

異なる。 

これを踏まえ、 

・専門的な知識、技術による詳細な検討により施工す

る必要がある。 

・鋼橋は、仮受け方法や補修方法も多様に対処でき、

早急な復旧が可能になる。 
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